
新型コロナウイルス感染症対策本部情報連絡会議 次第 

 
令和２年２月２０日（木） 
午後３時４５分～午後４時１５分 
災害対策本部室 

 
 
 
１ 学校・保育施設等における休業等に係る考え方について 
 
 
 
 
２ ダイヤモンド・プリンセス号から下船した方に対する対応について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



新型コロナウイルス感染症への社会対応（案） 

令和２年２月２０日 
福 祉 保 健 部 

区 分 今回の新型コロナウイルス感染症対応 2009 年の新型インフルエンザ対応 

 
学

校 

高 校 等 ① 通学生徒が感染した場合 
・ひとまず６日間の学級閉鎖 
・同一学年の複数の学級で生徒に感染

者が出た場合は学年閉鎖 
 
② 蔓延した場合 
・患者及び濃厚接触者の活動地域や通

学区域、生活圏等を勘案して、関係

区域内に所在する全ての学校（高

校、特別支援学校、小中学校、幼稚

園）に一斉休業を求める。 

① 通学生徒が感染した場合 
圏域（東中西）内の学校は３日間休校 
感染者発生学校は７日間休校 
 

② 蔓延した場合 
通常の季節性インフルエンザ対応と

同様、校長の判断により学級閉鎖、学

年閉鎖 

［今回の大阪府対応］ 
卒業式、入試などは個別判断 

特別支援

学 校 
児童生徒又は教職員の中で感染者が１

名でも確認された場合は６日間の学校

閉鎖 
その後は学校医や所轄保健所と相談 

小中学校 
幼 稚 園 

※上記の高校等の対応を参考に必要な

対応を実施 
 
 
 

① 通学児童が感染した場合 
市町村内の全部または一部の学校は

３日間休校 
感染者発生学校は７日間休校 

 
② 蔓延した場合 

通常の季節性インフルエンザ対応と

同様、校長の判断により学級閉鎖、学

年閉鎖 

［今回の大阪府対応］ 
卒業式、入試などは個別判断 

 
福

祉

施

設 

保育施設 ① 感染した通園児童が 1 名の場合 
・一律の休園などは行わないが、可能

な限り症状のない児童を含めた登

園自粛を要請（陽性が確定した児童

は登園禁止） 
 

② 一つの施設で１週間のうちに感染し

た通園児童が複数の場合 
・当該園は６日間休園を要請（施設全

体かクラスごとかは発生状況で判断） 
・市町村は、仕事を休むことが困難な

保護者の児童について、通っていた

施設又は市町村指定の施設で保育

できるよう利用調整 
 

③ 蔓延した場合 
・未発生の園を含めて休園を要請 
・市町村の利用調整により少数の施設

で受け皿を維持 
市町村域を超えて利用調整の必要

がある場合は県、関係市町村で調整 

① 通所児童が感染した場合 
その保育所を 7 日間休所 
仕事を休むことが困難な保護者の児

童に限っては特定の保育所で保育 
 

② 蔓延した場合 
通常の季節性インフルエンザ対応と

同様、市町村及び施設設置者の判断に

より休所 



高 齢 者 
通所施設 

① 通所者が感染した場合 
その施設を 7 日間休所 
 

② 蔓延した場合 
通常の季節性インフルエンザ対応と

同様、施設認可権者及び施設設置者

の判断により休所 

① 通所者が感染した場合 
その施設を 7 日間休所 
 

② 蔓延した場合 
通常の季節性インフルエンザ対応と同

様、市町村及び施設設置者の判断によ

り休所 
 



ダイヤモンド・プリンセス号から下船した方への対応 

 

 

１ 厚生労働省の対応 

○健康観察の開始から１４日となる２月１９日までの間、発熱・呼吸器症状等の症状がな

く経過し、ウイルス検査で「陰性」であることが確認された乗客は、新型コロナウイル

スに感染しているおそれはないことが明らかであることから、２月１９日から順次下

船。（２月１９日：４４３人下船、２月２０日：約５００人下船予定） 

○下船した方に厚生労働省が健康カードを渡し、何かあればそれぞれの地域でフォローア

ップするとのこと。（報道情報） 

 

２ 本県の対応 

○「発熱・帰国者・接触者相談センター」に下船した方から、相談があれば、検査実施

も含めた丁寧な対応を行う。 

   ・マスク、消毒薬の提供 

   ・健康相談 

   ・ＰＣＲ検査の実施 

 

 

 

 





新型コロナウイルスが心配な時は

《対応時間》
電話：24時間対応（土日、祝日を含む）
ファクシミリ：午前8時30分から午後5時15分（土日、祝日を除く）

地区 電話
（24時間対応）

ファクシミリ
（平日8：30～17：15）

東部地区
（鳥取市保健所内）

0857-22-5625
（平日8：30～17：15）

0857-22-5669
時間外0857-22-8111
（上記の時間以外）

中部地区
（倉吉保健所内）

0858-23-3135
0858-23-4803

0858-23-3136

西部地区
（米子保健所内）

0859-31-0029
0859-34-1392

0859-31-9317

こんな方はご相談ください

※ 高齢者や基礎疾患等のあるかた、妊婦のかたは、上の状態が２日程度続く場合

※ センターでご相談の結果、新型コロナウイルス感染の疑いのある
場合には、専門の「帰国者・接触者外来」をご紹介しています。

マスクを着用し、公共交通機関の利用を避けて受診してください。

発熱・帰国者・接触者相談センター

◎次のような症状がある方は「発熱・帰国者・接触者相談センター」にご相談ください。
また、以下の症状に当てはまらない場合でも、発熱や呼吸器症状があり、かかりつけ医を
受診される際は、事前にかかりつけ医に事前に連絡してから受診してください。

県内３か所に、相談センターを設置しています。
ご心配な場合などは、最寄りの相談センターにご相談ください。

◎相談・受診の前に心掛けていただきたいこと

鳥 取 県
令和２年２月１９日時点版



ウイルス性の風邪の一種です。

○症状：発熱、のどの痛み、長引く咳（１週間前後）、強いだるさ（倦怠感）等

○潜伏期間：感染から発症まで1日から12.5日（多くは5日から6日）

○感染経路：飛沫感染、接触感染

○重症化すると肺炎となり、死亡例も確認されているので注意しましょう。

○特にご高齢の方や基礎疾患のある方は重症化しやすい可能性が考えられます。

■手洗い
外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などにこまめに石けんやアルコール消毒液
などで手を洗いましょう。

新型コロナウイルス感染症とは

予防方法

ひまつ

■持病がある方、ご高齢の方は、できるだけ人混みの多い場所を避けるなど、

より一層注意してください。

■咳エチケット
咳やくしゃみが出るときは、ハンカチなどで鼻と口を覆ったり、

マスクを付けるなどの咳エチケットを心がけましょう。

鳥 取 県

（イラスト：政府広報オンライン）

令和２年２月１９日時点版


